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１
『
公
園
と
み
ど
り
・
横
浜
の

１
５
０
年
』

２
０
１
７
年
３
月
、
右
記
の
小

冊
子
（
Ａ
4
版
・
30pages

）
を

横
浜
市
環
境
創
造
局
が
発
行
し

た
。第

33
回
全
国
都
市
緑
化
よ
こ
は

ま
フ
ェ
ア
（Garden N

ecklace 
Y

O
K

O
H

A
M

A
 2017

）
は
、
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
界
の
全
国
専
門

誌
『LA

N
D

SCA
PE D

ESIGN

』

（
マ
ル
モ
出
版
）
に
め
ず
ら
し
く
№

１
１
３
，
№
１
１
６
（
２
０
１
７
年

4
月
、
10
月
）
の
２
回
も
特
集
さ

れ
た
し
、
参
加
者
数
も
フ
ェ
ア
史

上
最
多
の
６
０
０
万
人
を
超
え
て

大
成
功
を
お
さ
め
た
。
名
実
共
に

緑
政
の
実
力
日
本
一よ
こ
は
ま
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
た
と
言
え
る
。

よ
こ
は
ま
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

の
参
与
と
し
て
の
私
が
特
に
強
調

し
た
の
は
次
の
２
点
で
あ
っ
た
。

①
明
治
３
年
開
園
の
山
手
公
園

と
明
治
９
年
の
彼
我
公
園
（
現
横

浜
公
園
）
で
象
徴
さ
れ
る
近
代
洋

式
公
園
発
祥
地
。
震
戦
災
復
興
成

果
、
経
済
成
長
下
の
緑
の
都
市
へ

の
緑
政
局
、
水
循
環
を
も
対
象
に

し
た
水
と
緑
の
基
本
計
画
、
横
浜

み
ど
り
税
と
み
ど
り
ア
ッ
プ
計

画
。
一
貫
し
た
市
民
参
画
等
、
長

年
に
わ
た
る
横
浜
な
ら
で
は
の
公

園
・
緑
行
政
史
の
成
果
の
全
国
発

信
の
機
会
と
す
る
。

②
フ
ェ
ア
を
単
な
る
緑
花
技
術

の
シ
ョ
ウ
と
す
る
だ
け
で
な
く
、

彼
我
公
園
精
神
、
即
ち
彼
（
外
国

人
）
と
我
（
日
本
人
）
の
「
国
際

交
流
の
場
意
識
」
や
、
か
つ
て
平

沼
横
浜
市
長
が
米
国
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
市
日
本
庭
園
に
贈
っ
た
ピ
ー

ス
・
ラ
ン
タ
ン
（
平
和
の
灯
篭
）

に
象
徴
さ
れ
る
国
際
都
市
横
浜
か

ら
「
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
世

界
に
発
信
す
る
。

①
の
た
め
に
１
５
０
年
史
を
作

成
配
布
し
、
②
の
見
え
る
化
に
横

浜
公
園
内
に
「
彼
我
庭
園
」
と
掲

額
し
た
庭
門
と
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日

本
庭
園
ピ
ー
ス
・
ラ
ン
タ
ン
の
レ

プ
リ
カ
を
設
置
修
景
整
備
し
た
。

あ
え
て
そ
の
意
味
を
付
言
す
る

と
、
①
緑
の
ま
ち
づ
く
り
は
高
い

思
想
に
裏
打
ち
さ
れ
た
計
画
理
念

と
継
続
的
努
力
が
基
本
で
あ
り
、

②
緑
政
は
平
和
意
識
が
根
本
に

あ
っ
て
こ
そ
と
の
認
識
が
不
可
欠

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
た
り
前

の
こ
と
だ
が
横
浜
市
の
プ
ラ
イ
ド

に
か
け
て
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
に

は
し
て
欲
し
く
な
い
し
緑
政
に
お

け
る
「
歴
史
性
・
社
会
性
」
の
重

要
性
を
再
確
認
し
て
欲
し
か
っ
た

の
で
あ
る
。

２

緑
政
は
基ベ
ー
ス調

、
環
境
創
造
が

目ゴ
ー
ル標

２
０
０
４
年
景
観
法
に
よ
っ
て
、

や
っ
と
国
土
の
隅
々
に
ま
で
「
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
（=

景
観=

風
景=

造
園
）」
の
視
点
と
視
野
で
の
行
政

が
い
き
わ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

造
園
学
（la

n
d

sc
a

p
e 

architecture
）
が
専
門
の
側
か

ら
み
て
不
満
が
あ
っ
た
の
は
、
本
来

ト
ー
タ
ル
・
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
べ
き
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、

エ
コ
ロ
ジ
ー
に
対
す
る
施
策
や
事
業

が
、
敷
地
を
限
っ
た
営
造
物
の
「
公

園
」、空
間
構
成
の一要
素
と
し
て
の

「
緑
・
水
」
や
「
農
」
が
そ
れ
ぞ

れ
バ
ラ
バ
ラ
で
し
か
扱
わ
れ
て
来
な

か
っ
た
こ
と
だ
。

欧
米
で
は
既
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

や
パ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
と
し
て
緑
地
系

統
の
重
要
性
は
常
識
。
わ
が
国
で

も
よ
う
や
く
「
グ
リ
ー
ン
・
イ
ン
フ

ラ
」
や
「SD

Gs

（=

環
境
福
祉
）」

が
言
わ
れ
、
緑
の
シ
ス
テ
ム
性
や
総

合
性
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
つつ
あ

る
。
多
様
な
自
然
的
要
素
を
有
機

的
に
関
係
づ
け
る
こ
と
で
緑
の
多
面

的
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
行
政
は
タ
テ
割
に
傾
き

易
い
。
行
政
の
総
合
化
は
意
識
的

に
目
指
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

も
う
ひ
と
つ
私
が
課
題
と
感
じ

て
き
た
の
は
、
政
策
研
究
の
不
足

だ
。
農
政
学
、
林
政
学
は
あ
っ
た

が
、
公
園
建
設
系
は
技
術
学
に

比
重
が
お
か
れ
ハ
ー
ド
中
心
で
あ
っ

た
。
拙
著
『
緑
の
ま
ち
づ
く
り
学
』

（
１
９
８
７
）
で
「
緑
政
学
序
説
」

を
提
唱
し
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
っ

た
。
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は

激
変
す
る
環
境
と
社
会
と
市
民
の

ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
え
ら

れ
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
計
画
や
パ
ー

ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
等
政
策
力
と
運

営
体
制
の
強
化
で
あ
る
。

こ
の
点
、
横
浜
市
政
は
す
ば
ら

し
い
見
識
と
実
行
力
を
発
揮
し
て

き
た
。
そ
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
が
、

飛
鳥
田
市
政
に
よ
る
「
緑
政
局
」

執
筆進

士　

五
十
八

福
井
県
立
大
学　

学
長

寄
稿
／
緑
政
学
か
ら
み
た
環
境
先
進
都
市
・
横
浜の

誕
生
（
１
９
７
１
）
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
土
木
局
、
建
設
局
、
計

画
局
に
お
か
れ
た
公
園
行
政
と
、

そ
れ
ま
で
産
業
部
、
経
済
局
、
農

政
局
に
お
か
れ
た
農
業
農
地
行
政

を
統
合
再
編
し
て
日
本
初
の
緑
政

局
を
誕
生
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
背
景
に
は
１
９
６
４
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
象
徴
さ
れ
る
わ
が
国

の
高
度
経
済
成
長
と
大
都
市
圏
へ

の
人
口
集
中
に
よ
る
ス
プ
ロ
ー
ル
開

発
、
都
市
問
題
や
環
境
問
題
の
深

刻
化
が
あ
っ
た
。
東
京
通
勤
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
は
交
通
至
便
の
横
浜
市
域

の
農
林
地
を
宅
地
化
し
自
然
破
壊

や
清
流
を
ド
ブ
川
化
し
た
。

そ
の一
方
で
市
民
の
緑
農
意
識
は

高
ま
り
、
ま
ち
づ
く
り
と
緑
農
の

保
全
活
用
方
策
を
強
力
に
推
進
す

べ
く
昭
和
46
年
に
緑
政
局
体
制
が

で
き
た
。
昭
和
48
年
に
は
当
時
の

市
民
意
識
の
高
ま
り
を
反
映
し
た
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「
横
浜
市
緑
の
環
境
を
つ
く
り
育

て
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
。

平
成
６
年
段
階
で
も
建
設
省
は

「
公
園
緑
地
課
」
で
「
緑
の
政
策

大
綱
」
で
あ
っ
た
が
、
横
浜
市
の

緑
政
局
に
は
じ
ま
る
地
方
自
治
体

で
は
名
古
屋
市
緑
政
土
木
局
、
川

崎
市
建
設
緑
政
局
、
そ
の
他
千
葉
、

広
島
、
北
九
州
、
逗
子
、
柏
、
京

都
の
各
市
な
ど
全
国
で
「
緑
政
課
」

が
で
き
て
い
る
。
横
浜
市
が
＂緑

政
＂（
＝
緑
地
政
策
・
緑
地
行
政
）

に
先
鞭
を
つ
け
た
の
だ
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
前
段
に
横
浜
市

企
画
調
整
局
と
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ

ン
グ
ル
ー
プ
の
活
躍
が
あ
っ
た
の

も
、
家
・
家
並
・
町
並
へ
と
建
築

単
体
の
点
か
ら
町
づ
く
り
の
面
へ

と
総
合
行
政
へ
の
潮
流
が
あ
っ
た

こ
と
と
も
無
縁
で
な
い
。
そ
こ
で

は
本
誌
の
よ
う
な
客
観
的
な
調
査

デ
ー
タ
を
踏
ま
え
た
科
学
的
行
政

姿
勢
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
た
。

何
度
か
執
筆
し
た
私
な
ど
に
と
っ

て
も
『
調
査
季
報
』
は
頼
り
に
な

る
政
策
学
の
バ
イ
ブ
ル
で
あ
っ

た
。
当
時
初
代
緑
政
局
長
で
あ
っ

た
大
場
助
役
、
田
村
明
企
画
調
整

局
長
ら
は
、
市
街
化
区
域
と
農
業

専
用
地
区
や
市
民
の
森
な
ど
緑
農

地
区
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
て

い
た
。「
神
奈
川
都
市
緑
化
政
策

連
合
」
を
手
伝
っ
て
く
れ
と
私
に

声
を
掛
け
ら
れ
た
の
は
田
村
さ
ん

だ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の
モ
デ

ル
を
私
は
「
ド
イ
ツ
の
ガ
ル
テ
ン

シ
ャ
ウ
（
庭
園
博
）」
に
み
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
10
、
20
年
前
に
会
場

予
定
地
と
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
定

め
、
世
界
か
ら
の
参
加
国
、
ま
た

国
内
各
都
市
や
企
業
の
参
加
を
募

り
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
を
整
備
、
開

催
後
は
跡
地
が
そ
の
ま
ま
当
該
都

市
の
公
園
緑
地
と
な
る
。
そ
の
後

も
数
次
に
わ
た
っ
て
庭
園
博
を
展

開
す
れ
ば
つ
い
に
緑
園
都
市
の
骨

格
が
概
成
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し

て
ド
イ
ツ
で
は
ス
ト
ッ
ト
ガ
ル
ト

や
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
の
よ
う
な

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
随
一
の「
環
境
首
都
」

を
出
現
さ
せ
て
い
る
。
市
職
員
の

自
主
研
究
の
成
果
を
『
調
査
季

報
』
に
集
約
蓄
積
で
き
れ
ば
、
横

浜
か
ら
世
界
に
向
け
先
進
的
緑
地

政
策
・
緑
地
計
画
研
究
が
発
信
で

き
よ
う
。

３

都
市
環
境
創
造
と
市
民
環
境

福
祉
／
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
で

シ
ナ
ジ
ー

イ
ギ
リ
ス
の
環
境
法
制
や
環
境

政
策
の
最
終
目
標
はA

m
enity

の
実
現
に
あ
る
。
日
本
で
は
快
適

環
境
な
ど
と
訳
さ
れ
て
狭
く
解

釈
さ
れ
る
が
、
そ
の
語
源
が
ラ

テ
ン
語
のam

oenitas

で
さ
ら
に

am
are

（
愛
）
に
遡
る
と
い
え
ば
、

人
間
に
と
っ
て
も
っ
と
根
源
的
な

環
境
質
を
意
味
す
る
こ
と
が
わ
か

る
だ
ろ
う
。

わ
が
国
の
環
境
行
政
は
、
人
命

に
さ
え
か
か
わ
る
公
害
問
題
を
解

消
す
べ
く
、
公
害
対
策
に
始
ま
り
、

水
、
大
気
、
土
壌
、
植
生
な
ど
自

然
環
境
の
保
全
、
や
が
て
生
物
多

様
性
の
健
全
化
、
そ
し
て
い
ま
歴

史
的
文
化
的
景
観
の
保
存
か
ら
場

所
性
、
地
域
性
そ
し
て
美
・
ア
ー

ト
ま
で
の
す
べ
て
を
含
め
た
ア
メ

ニ
テ
ィ
フ
ル
な
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
達
成
へ

と
進
化
し
つ
つ
あ
る
。

横
浜
市
に
お
い
て
も
公
害
対
策

局
に
は
じ
ま
り
、
１
９
７
１
年
の

緑
政
局
誕
生
に
加
え
て
環
境
保

全
局
、
下
水
道
局
を
統
合
し
て

２
０
０
５
年
の
環
境
創
造
局
へ
と
発

展
し
て
お
り
、
私
自
身
そ
の
環
境

審
議
会
会
長
と
し
て
以
下
の
様
々

な
施
策
を
通
覧
し
、
そ
の
充
実
ぶ

り
と
局
内
ス
タ
ッ
フ
の
活
躍
を
目
の

当
り
に
し
て
い
る
。

「
緑
の
基
本
計
画
」（
１
９
９
７
）

に
、
水
循
環
の
視
点
を
も
加
味
し

て
「
水
と
緑
の
基
本
計
画
」（
２
０

０
６
）
と
し
、「
横
浜
み
ど
り
税
」

（
２
０
０
９
）
に
よ
る
財
源
確
保

と
市
民
の
理
解
を
得
て
「
横
浜
み

ど
り
ア
ッ
プ
計
画
」（
２
０
０
９
）

を
着
実
に
推
進
し
て
も
い
る
。
そ

の
内
容
は
ビ
ル
緑
化
や
市
街
地
緑

化
、
農
園
付
公
園
づ
く
り
に
よ
る

農
体
験
と
子
ど
も
た
ち
の
環
境
学

習
体
験
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

参
加
に
よ
る
里
山
保
全
活
動
、
市

民
体
験
農
園
や
水
田
保
全
営
農
支

援
に
よ
る
生
物
多
様
性
増
進
な

ど
、
市
民
の
自
然
共
生
生
活
の
具

現
化
に
向
け
た
多
彩
な
展
開
と

な
っ
て
い
る
。

で
は
こ
れ
か
ら
の
環
境
行
政
は

何
を
目
指
す
べ
き
か
。
横
浜
市
は

既
に
「
環
境
先
進
都
市
」
を
標
榜

し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
へ
の
道
筋
を

考
え
よ
う
。

既
に
私
は
「
多
様
性
か
ら
の
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
論
」（
２
０
１
０
）

を
発
表
し
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
環

境
は
「
多
様
性
」
を
も
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
生
物
学
に
お
け

る
「
動
的
平
衡
」（D

ynam
ic 

equilibrium

）
に
な
ら
っ
て
、
環

境
に
は
安
定
性
や
、「
恒
常
性
」

（hom
eostasis

ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
）

が
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
①
自
然
的
環
境
の
持

続
性
を
担
保
す
る
た
め
のBio-

diversity

（
生
物
多
様
性
）、
②

社
会
的
環
境
の
た
め
のLifestyle-

diversity

（
生
活
多
様
性
）、
③

経
済
的
環
境
へ
のEconom

y-
diversity

（
経
済
多
様
性
）、
④

文
化
的
環
境
へ
のLandscape-

diversity

（
景
観
多
様
性
）
等
。

横
浜
の
例
を
あ
げ
れ
ば
、
①
は

「
よ
こ
は
ま
ｂ
プ
ラ
ン
」
の
充
実
。

②
は
ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
の
み
な
ら

ず
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ラ
イ
フ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
参
加
の
環
境
市
民
の
す

す
め
。
③
は
里
山
資
本
主
義
、
地

域
通
貨
、
浜
っ
子
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
企
業
の
エ
コ
シ
フ

ト
、
工
場
ビ
オ
ト
ー
プ
の
普
及
。

④
は
市
民
の
森
や
谷
戸
田
保
全
な

ど
原
風
景
性
重
視
の
景
観
行
政
。

単
的
に
い
え
ば
、
①
環
境
都
市

の
計
画
的
創
造
、
②
環
境
福
祉
の

増
進
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
相
乗

効
果
を
め
ざ
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。

①
は
、
３
７
４
万
の
人
口
を
養

う
に
ふ
さ
わ
し
い
水
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
新
鮮
な
野
菜
生
産
、
循
環

を
支
え
る
農
緑
地
の
エ
コ
シ
ス
テ

ム
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
系
統

的
保
全
な
ど
健
全
な
環
境
基
盤
の

維
持
に
向
け
た
全
市
域
土
地
利
用

計
画
・
都
市
計
画
の
推
進
。
以
上

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
行
政
主

体
、
ハ
ー
ド
系
、
計
画
行
政
的
取

組
で
あ
る
。

②
は
、
持
続
可
能
な
環
境
質

が
担
保
さ
れ
た
都
市
空
間
の
下

で
、
花
や
野
菜
を
育
て
た
り
緑
農

の
保
全
活
用
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間

な
ど
と
よ
り
豊
か
な
人
間
関
係
を

結
び
、
よ
り
好
ま
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
で
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
れ
る

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
持
て
る
よ
う

場
づ
く
り
や
意
識
啓
発
を
す
す
め

る
こ
と
。
ま
た
環
境
教
育
、
環
境

市
民
、
エ
コ
ビ
ジ
ネ
ス
が
一
般
化

す
る
よ
う
な
支
援
策
を
講
じ
る
こ

と
。
以
上
は
市
民
主
体
、
ソ
フ
ト

系
、
運
動
論
的
取
組
で
あ
る
。
こ

れ
に
は
企
業
人
の
働
き
方
改
革
等

も
含
む
が
、
環
境
市
民
意
識
の
啓

発
な
ど
運
動
論
的
展
開
に
は
＂横

浜
花
博
＂
な
ど
「
イ
ベ
ン
ト
オ
リ

エ
ン
テ
ッ
ド
・
ポ
リ
シ
ー
」
が
有

効
で
あ
ろ
う
。




